
スワルスキーカブリダニ等に対し
て高い安全性を有するので、天敵
導入に影響なし。
IPMプログラムに組み込むことが
可能です。

アザミウマ幼虫を捕食する
スワルスキーカブリダニ

写真提供：アリスタライフサイエンス（株）

【試験概要】
2016年　佐賀県農業試験研究センター
品　種 ： きゅうり（ときわ333）
区　制 ： 1区10株
処理日 ： 1回目 4月10日播種、4月24日薬剤散布、
   4月27日放飼
  2回目 4月30日播種、5月11日薬剤散布、
   5月18日放飼
処　理 ： 苗にハンドスプレーを用いて、各供試薬剤
  を1回、展着剤を加用せず十分量散布した。
調査日 ： 5月8日
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ベネビア®OD 対照剤 無処理

黄化えそ病の媒介抑制効果1

天敵に対する高い安全性2

ミナミキイロアザミウマ

野菜散布用殺虫剤

アザミウマは止める。
天敵は活かす！




